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リコンビナント蛋白質と人工脂質膜を使ったミトコンドリア膜融合機構の解明 
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ミトコンドリアは細胞内のエネルギー生産やアポトーシス制御などに関与する多機能なオルガ

ネラである。ミトコンドリアは細長く枝分かれ構造を持つが、同時にダイナミックな融合・分裂

サイクルによりその形態を変化させている。この融合・分裂には種を超えて保存されたGTPase群

が機能している。融合・分裂が、ミトコンドリア機能と密接に関連することから、これらのGTPase

の作用機序を分子レベルで理解することが重要となっている。本セミナーでは、内膜融合GTPase 

OPA1の精製蛋白質と人工脂質二重膜を用いた研究手法を紹介し[1]、特に最近明らかにしたOPA1

とミトコンドリア局在脂質カルジオリピンによるミトコンドリア独自の膜融合機構について詳し

く述べたい[2]。 
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